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新潟県の新第三系地すべりにおける深部流体の関与の可能性 

Possible influence of deep fluids on landslides of the Neogene in Niigata Pref. 
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There are numerous numbers of landslides in the areas of Neogene sedimentary rocks in Niigarta prefecture. 

Their occurrence has been attributed to the weakness of those rocks, but recent studies have found highly saline 

groundwaters beneath some landslides and suggested those groundwaters may be related to landslide activity. We 

have conducted geological survey and CSAMT geophysical exploration in and around the Nagakura anticline, 

where are many deep-seated gravitational slope deformations and landslides. We found that the areas with 

resistivities lower than about 10 Ωm are widely distributed in the depths of the surveyed area and that the 

resistivities shallower than about 100 m are much higher. This fact may suggest that the interstitial water of 

mudstone and sandstone in the depths is saline water and that such interstitial water is replaced by fresh water in 

the shallower portions Such replacement could deteriorate rocks and likely be the basic causes of landslide 

occurrence (151 words).  

 

１．はじめに 

新潟県南部の丘陵地は，主に新第三紀層が分布

し，全国でも有数の地すべり多発地帯である．そ

れら地すべりの原因は，岩石が軟質で風化しやす

いためと考えられてきたが，近年では高塩濃度地

下水存在する地すべりが本地域に点在することが

分かり，高塩濃度地下水が地すべりに影響をおよ

ぼしている可能性が高いことが指摘されている

（渡部ほか，2009）． 

しかし，高塩濃度地下水が本地域において普遍

的に存在するかどうかについては確認されておら

ず，また，それと地すべりとの関係も実証されて

いない．本研究では，多数の地すべり地形を含む

一つの背斜構造を調査対象とし，その地下におけ

る高塩濃度地下水の空間分布を明らかにすること

を目的とする． 

 

２．地形と地質 

調査地域は，新潟県上越市安塚区の長倉山背斜

周辺である．その背斜軸は地形的な尾根にほぼ沿

っており，斜面には多数の地すべり地形が存在す

る．尾根沿いには線状凹地が分布し，その一部は

池となっている．調査地域の地質は，新第三系の

泥岩と凝灰岩質の砂岩である．長倉山背斜は，

NNE-SSW 方向の軸を有し，その周辺にはほぼ並行

する背斜構造が配列している（竹内・加藤，1994）． 

 
図-1 長倉山背斜の地質図および電磁探査測点 

 

３．調査手法 

高塩濃度地下水は，電気を通しやすい性質を持

つため，比抵抗による分布の可視化が期待できる． 



 

 

本研究では，地表踏査により，地質構造を明らか

にした上で，地下約 1,000 m までの比抵抗分布が

得られる電磁探査法（CSAMT 法）を用い，調査地

域の地下の比抵抗分布を求めた．測線は図 1 のよ

うに背斜軸を横断する 2 測線であり，A 測線では

19 測点，B 測線では 13 測点で電磁波を測定した．

測定したデータから，Uchida and Ogawa（1993）

の二次元逆解析ソフトを使用し，比抵抗断面を作

成した． 

調査地域に点在する地すべり対策用の集水井お

よび水抜き横孔の水を採水し，高塩濃度地下水の

混入の有無を確認する目的で分析を行った．また

地すべり調査用に掘削されたボーリングの地下水

検層データから深度方向の比抵抗分布を検討した． 

 

４．結果 

地表踏査の結果，長倉山背斜の地質構造は，複

雑な複背斜構造を形成していることが明らかにな

り，また，背斜構造にほぼ平行な断層が存在する

ことが推定された（図-1）． 

図-2 に，CSAMT 法による電磁探査で得られた

比抵抗断面図および地質断面図を示す．A 測線お

よび B 測線の比抵抗断面図には，凝灰岩の分布す

る位置が高比抵抗領域となる共通の特徴が認めら

れた．また， 10 Ωm 以下の低比抵抗の分布域が

両断面に広く存在することが分かった．この比抵

抗値は，調査地域の岩石の比抵抗特性から，高電

気伝導度の地下水に起因すると想定される．また，

凝灰岩の分布域を除いて，比抵抗値がほぼ深度

100 m よりも深い部分で小さく，浅い部分では大

きいことも明らかになった． 

 

 

採水した地下水の中には，100 mS/m を越える高

い電気伝導度の地下水があることが認められた．

しかし，現時点においては化学分析が進んでいな

いため，渡部ほか（2009）の化石水由来の地下水

の混入が認められるかについては分かっていない．

今後，分析を進め，高電気伝導度の地下水の水質

特性について明らかにする予定である． 

 

５．まとめ 

本調査の結果，調査地域には高電気伝導度の地

下水が広域に分布することが明らかとなり，これ

までの研究で地すべり地内において認められた高

塩濃度地下水が，調査地域の地下 100 m 以深に普

遍的に存在する可能性がある． 

今後は，このような地下水の水質特性を明らか

にした上で，地すべり等との関連性について検討

していく必要がある． 
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図-2 A 測線および B 測線の比抵抗断面図 
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